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１ はじめに 
眼科臨床診断において OCT(光干渉断層計)は必
要不可欠な装置となっており、さまざまな OCT
技術の応用研究が進められている。その応用の

一つにドップラ OCT(DOCT) 1がある。この技術

により眼底断層画像の構造情報と同時に血流

速度という機能情報を得られるようになった。

高精度な血流速度計測を実現するための課題

の一つとして、ドップラ角を最適にするための

アライメント技術の確立が挙げられる。従来の

マニュアルアライメント装置では、検者の熟練

を必要とし、誰でも簡単に計測できなかった。

本研究では、ドップラ角を最適化するためのア

ライメントを自動化する機能を DOCT に搭載
し、眼底血流速度の繰り返し精度を評価した。 
 
２ 計測原理と課題実現方法 

 OCT(光干渉断層計)では光干渉信号をフーリ
エ変換することで、OCT信号(強度信号)と位相
信号が得られるが、眼底断層像には前者を利用

し眼底血流速度は後者から周波数シフト量を

抽出することで算出する (Fig. 1) 。 
多くの眼底の

血管は眼底面

に対して平行

に走行してい

る。このため、

通常の測定で

は入射光は血

管に対してほ

ぼ垂直に入射

することとな

り、正確なド

ップラシフト

の算出が困難

であった。そ

こで、入射光

を瞳孔中心か

ら意図的にずらし、血管に対して最適な角度で

入射することで適切なドップラシフト量を抽

出できる(Fig. 2)。 
このアライメントの自動化を実現するために、

瞳孔位置検出手段、光学ヘッド自動駆動手段を

備えたフルオート OCT(3D OCT-1 Maestro、トプ
コン社製)に、ドップラ角自動最適化機能を追加
し、その性能評価を行った。 
 
３ 検証方法と結果 

5 人のボランティア健常眼の眼底血管の同一箇
所を計測した。OCT計測では 1心拍分以上の血
流速度を測定(Fig. 1C)した後、血管を自動的に
認識する。血管内の 1心拍分の平均血流速度お
よびドップラ角を測定する。これを各人 5回計
測し変動係数(CV値)で評価した。 
検証の結果、平均血流速度の CV 値は 6～14％
で、目標としていた CV値 15～20％と同等以上
の繰り返し再現性を達成した。また、この時の

ドップラ角の CV値は 1～2％であり、常に狙っ
た角度にアライメントできることが示された。 
 

４ おわりに 
フルオート DOCT 眼底血流計を用いて眼底血
流速度計測を行い、高い繰り返し再現性を達成

した。測定者の熟練を必要としないため、今後、

眼底血流計測を普及させるためのツールとし

て期待できる。 
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Fig. 1 Structural information(A), and 
functional information(B)(C), 
obtained by OCT 

 
 

Fig. 2 Relationship between alignment and Doppler angle 
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